
新・ＣＡＴＶサービスにおける地デジ詐欺に関する陳情 

 

 

別紙のとおり、ケーブルテレビにおける地デジ詐欺への松浦正人防府市長の関与が

明らかになりました。 

山口ケーブルテレビの利用者に福岡の地デジを受信させない“やし”を早く、やめさせて

ください。 

 

添付書類７枚 

別紙① 防府市長らによる地デジ詐欺への関与を示す資料 

別紙② 山口市の公文書「山口市長の行動記録（平成２３年７月１１日）」 

別紙③ 防府市の公文書「防府市長の行動記録（平成２３年７月１１日）」 

別紙④ ケーブルテレビで福岡の地デジが視聴できる長崎県の事例 

別紙⑤ 防府市の公文書「山口ケーブルビジョン(株)への要望書」 

別紙⑥ 宇部市と美祢市の公文書「山口ケーブルビジョン(株)への要望書」 

別紙⑦ 山口市の公文書「情報不存在通知書」 

 

関連する過去の陳情４件 

平成２４年７月２３日付け「ＣＡＴＶサービスにおける地デジ詐欺に関する陳情」 

平成２４年１１月１９日付け「続・ＣＡＴＶサービスにおける地デジ詐欺に関する陳情」 

平成２５年１月７日付け「本会議における防府市総務部長の虚偽答弁に関する陳情」 

平成２５年２月４日付け「防府市役所が回答しないことに関する陳情」 
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防府市長らによるケーブルテレビの地デジ詐欺 

防府市長らと第三セクターの山口ケーブルビジョン(株)がケーブルテレビの利用者を

欺き、福岡の地上デジタル放送を受信させず基本チャンネルの料金を２年間も詐取し

続けていることについての根拠は、以下のとおりです。 

注 各別紙中の「（区域外）再送信（再放送）」はケーブル 

テレビで福岡県の地デジを受信可能にするという意味 

～平成２２年度 宇部市の44地点中41地点、防府市の28地点中26地点で、福岡の

地デジ電波が良好に受信できることを山口ケーブルビジョン(株)が実証した。 

平成２３年６月 総務大臣が裁定し、山口ケーブルテレビの利用者は福岡の地デジを

受信できることになった。 

裁定の当事者 福岡市の地デジ局と山口ケーブルビジョン(株) 

平成２３年７月 総務相裁定の当事者ではない山口県内の地デジ局が防府市長らと

小郡総合支所で会談し、福岡の地デジが受信できなくなった。 →別紙②③ 

出席者 久保田宇部市長・渡辺山口市長・松浦防府市長 

赤尾ＫＲＹ会長・齋藤ＴＹＳ社長・渡辺ＹＡＢ社長 

平成２３年９月 山口放送(株)テレビ編成部のＡ氏が、「山口ケーブルビジョン(株)と福

岡の地デジ局との問題でありＫＲＹは一切関与していない」と回答した。 

平成２４年２月～４月 福岡市の地デジ局が長崎県のケーブルテレビで福岡の地デジ

を再放送することに同意し、島原半島で福岡放送（ＦＢＳ）、ＲＫＢ毎日放送、

九州朝日放送（ＫＢＣ）などが視聴できるようになった。 →別紙④ 

平成２４年２月～６月 福岡のテレビ局が山口ケーブルテレビの利用者に福岡県の地

デジを受信させることを妨げておらず、総務大臣裁定の当事者間で協議を

行っていないとの回答を福岡市の地デジ局から得て、それを防府市らへ伝

えた。 →昨年７月に提出した陳情書の別紙“(株)福岡放送からの回答” 

平成２４年６月 協議中ではないと指摘したにもかかわらず、宇部市長が「総務大臣

裁定の当事者間で協議を進めてきたが協議における双方の認識には隔たり

が大きく（福岡の地デジを受信できない）」と議会答弁した。 

平成２４年９月 防府市長も、「総務相裁定の当事者間で円満な解決に向けて努めて

いる」と、うその議会答弁をした。 

平成２５年１月 防府市長らによる県内の地デジ局への便宜供与などについて質問し

たが、防府市役所は回答しなかった。 →今年２月に提出した陳情書 

小郡会談に出席した６者が結託し、福岡の地上デジタル放送を視聴させないために

でっちあげた“協議中”で山口ケーブルテレビの利用者をダマしており、たちが悪い。 

山口ケーブルビジョン(株)社長でもあるテレビ山口(株)の齋藤社長らが、ケーブルテレ

ビの利用者に福岡県の地デジを受信させない目的で市長らと会談したのは、地デジ

詐欺を実行するかどうかが事実上、防府市長らに委ねられていたからに他ならない。 

長崎県の事例が、それを裏付けている。 
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１年前に議会運営委員会が見守ることにした要望の成果について 

防府市が平成２４年１１月７日付けで、宇部市および美祢市とともに山口ケーブル

ビジョン(株)へ提出した形だけの「ケーブルテレビの区域外再放送に関する要望書」

には、市長らが“やし”の“ぐる”だから、何の意味もない。茶番。 →別紙⑤⑥ 

平成２４年９月１３日の本会議で、総務部長が４市で連携すると答弁したが、山口

市は「要望書」を山口ケーブルビジョン(株)へ、提出しなかった。 →別紙⑦ 



「小郡会談（平成２３年７月１１日）」 ～山口市長の行動記録より～ 
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ＫＲＹ赤尾会長 
ｔｙｓ齋藤社長 

ｙａｂ渡辺社長 
久保田宇部市長 渡辺山口市長 松浦防府市長 

兼ケーブル社長 兼ケーブル役員 兼ケーブル役員 兼ケーブル役員 
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山口ケーブルビジョン(株)についての

総務大臣裁定（平成２３年）の前後に

長崎県などのケーブルテレビで福岡

県の地デジが視聴可能になった 

平成２１年の事例→ 

平成２４年↓ 
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